
教科 学年

地理歴史 3

１　科目の目標と評価の観点

目標

２　学習計画と観点別評価基準

知識・技能 思考力・判断力・表現力

地形とその利用について，より
よい社会の実現を視野に，そこ
で見られる課題を主体的に追究
しようとしている。

１
学
期
（

２
８
）

地形に関わる諸事象の規則性，
傾向性や，人間による利用など
について理解することができ
る。
地図やGISなどを用いて，地形
の形成に関する様々な情報を適
切に読み取り，まとめることが
できる。

地形 地形の分布や成因などに注目し
て，「平野の地形」などの主題
を基に，「平野の地形はどのよ
うに利用されてきたのだろう
か」などを多面的・多角的に考
察し，表現することができる。

気候

地球表面には，地球規模の大地
形や，河川が形成した小地形な
どのさまざまな地形がみられ
る。それぞれの地形には，どの
ような特徴や成因があり，人間
活動とどのように関わっている
のだろうか。

気温や降水量，風などの気候要
素は地域によって異なるため，
地球上の生態系はさまざまであ
る。気候の違いは，どのような
要因で生まれるのだろうか。ま
た，人々の生活にどのような影
響を与えているのだろうか。

世界各地の自然と生活につい
て，よりよい社会の実現を視野
に，そこで見られる課題を主体
的に追究しようとしている。

南北に細長い日本列島には，山
地や平野，亜寒帯から亜熱帯に
わたる気候など，多様な自然環
境がみられる。日本の自然環境
にはどのような特徴があり，そ
の特徴は自然災害とどのように
関係しているのだろうか。

日本の自然環境に関わる諸事象
の規則性，傾向性や，自然災害
などについて理解することがで
きる。
地図やGISなどを用いて，防災
に関する様々な情報を適切かつ
効果的に調べ，まとめることが
できる。

日本の自然環境と自然災害の関
係などに注目して，「自然災害
と防災」などの主題を基に，
「自然災害にどのように対処す
ればよいだろうか」などを多面
的・多角的に考察し，表現する
ことができる。

日本の自然環境と防災につい
て，よりよい社会の実現を視野
に，そこで見られる課題を主体
的に追究しようとしている。

農林水産業に関わる諸事象の規
則性，傾向性や，食料問題の現
状や要因，解決に向けた取組な
どについて理解することができ
る。
地図や統計などを用いて，農林
水産業に関する様々な情報を適
切かつ効果的に調べ，まとめる
ことができる。

農林水産業の条件や変化などに
注目して，「食料問題」などの
主題を基に，「世界の栄養不足
人口の分布に地域的な偏りがあ
るのはなぜだろうか」などを多
面的・多角的に考察し，表現す
ることができる。

科目

地理探究

単位数

2

学習のねらい

使用教科書

新詳地理探究(帝国書院)
新詳高等地図(帝国書院)

学習内容
観点別評価基準

学期

主な使用補助教材

新詳地理資料COMPLETE（帝国書院）
データブック オブ・ザ・ワールド（二宮書店）

主体的に学習に取り組む態度

評価の
観点

社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和
で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを目指す。

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を
視野にそこで見られる課題を主体的に追究，解決しよ
うとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察
や深い理解を通して涵養される日本国民としての自
覚，我が国の国土に対する愛情，世界の諸地域の多様
な生活文化を尊重しようとすることの大切さについて
の自覚などを深める。

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連
を，位置や分布，場所，人間と自然環境との相互依存
関係，空間的相互依存作用，地域などに着目して，系
統地理的，地誌的に，概念などを活用して多面的・多
角的に考察したり，地理的な課題の解決に向けて構想
したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明
したり，それらを基に議論したりする力を養う。

知識：地理に関わる諸事象に関して，世界の空間的な
諸事象の規則性，傾向性や，世界の諸地域の地域的特
色や課題などを理解する。
技能：地図や地理情報システムなどを用いて，調査や
諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

農林水産業の変化について，よ
りよい社会の実現を視野に，そ
こで見られる課題を主体的に追
究しようとしている。

農林水産業 農林水産業は，自然条件の影響
を受けるとともに，社会条件の
変化に伴って変容してきた。農
林水産業の分布や発達には，ど
のような傾向や規則性がみられ
るのだろうか。

世界各地の自然と生活に関わる
諸事象の規則性，傾向性や，気
候区分の方法などについて理解
することができる。
統計やGISなどを用いて，気候
に関するグラフを適切かつ効果
的に読み取り，まとめることが
できる。

気候の特徴と人々の暮らしとの
関係性に注目して，「各気候帯
での人々の暮らし」などの主題
を基に，「厳しい自然環境の中
で人々はどのように工夫して暮
らしているのだろうか」などを
多面的・多角的に考察し，表現
することができる。

世界のエネルギー・鉱産資源の
分布には，大きな偏りがある。
エネルギー・鉱産資源は，どの
ようにして生活や産業に利用さ
れ，生産や消費の不均衡をなく
すためにどのようなことが行わ
れているのだろうか。

資源・エネルギーに関わる諸事
象の規則性，傾向性や，資源・
エネルギー問題の現状や要因，
解決に向けた取組などについて
理解することができる。
地図や統計などを用いて，資
源・エネルギーに関する様々な
情報を適切かつ効果的に調べ，
まとめることができる。

資源産地の分布や消費地との結
びつきなどに注目して，「エネ
ルギー資源の課題」などの主題
を基に，「資源の産出と消費に
はどのような地域的な特徴と地
域的結びつきがみられるか」な
どを多面的・多角的に考察し，
表現することができる。

資源・エネルギーの生産と消費
について，よりよい社会の実現
を視野に，そこで見られる課題
を主体的に追究しようとしてい
る。

エネルギー鉱産資源

日本の自然環境

地球環境問題 地球上では，さまざまな環境問
題が発生している。地球環境問
題を解決して，地球と人類が共
存できる持続可能な社会をつく
り出すためには，どのような考
え方で，どのような取り組みを
すればよいのだろうか。

地球環境問題について，よりよ
い社会の実現を視野に，そこで
見られる課題を主体的に追究し
ようとしている。

気候や環境の変化などに注目し
て，「気候変動の影響」などの
主題を基に，「地球温暖化は生
態系や人間生活にどのような影
響を与えているのだろうか」な
どを多面的・多角的に考察し，
表現することができる。

地球環境問題に関わる諸事象の
規則性，傾向性や，持続可能な
開発のあり方などについて理解
することができる。
地図やGISなどを用いて，地球
環境問題に関する様々な情報を
適切かつ効果的に調べ，まとめ
ることができる。



知識・技能 思考力・判断力・表現力
学習のねらい学習内容

観点別評価基準
学期

主体的に学習に取り組む態度

2

交通と通信の発達によって，社
会や経済は大きく変化した。な
ぜ，交通網や通信網の発達に
は，傾向や地域性，地域間格差
が現れているのだろうか。

世界全体の人口は現在も増加し
続けているが，国や地域によっ
てはさまざまな理由で減少に転
じている場合もある。世界各地
の人口の分布や年齢別構成，移
動には，どのような特徴がみら
れるのだろうか。

人々はどのような場所に居住
し，村落や都市を発達させてき
たのだろうか。その立地や形
態，変容のしかたにみられる傾
向や規則性，また，国や地域に
よって異なる地域性についてと
らえよう

伝統的な衣食住の生活文化は，
その土地の自然環境や社会環境
などの地域的特色を反映して形
成されてきた。これらの生活文
化にはどのような傾向があり，
世界的な画一化の動きとどのよ
うに関わっているのだろうか。

日本と地理的な距離が近い韓国
は，急速な経済成長を遂げてい
る。この節では，自然環境や歴
史と生活文化，産業など地域を
構成するさまざまな事象を項目
ごとに整理して考察しよう。

国家の領域は，山脈や河川，経
線や緯線などさまざまな境界線
で区分されている。領域が定め
られたり，その領域が変更され
たり，国家が新たに誕生したり
することで，どのような問題が
起こっているのだろうか。

生活文化に関わる諸事象の空間
的な規則性，傾向性や，民族問
題の現状や要因，解決に向けた
取組などについて理解すること
ができる。
地図やGISなどを用いて，生活
文化と言語・宗教に関する様々
な情報を適切かつ効果的に調
べ，まとめることができる。

村落・都市に関わる諸事象の空
間的な規則性，傾向性や，居
住・都市問題の現状や要因，解
決に向けた取組などについて理
解することができる。
地図やGISなどを用いて，村
落・都市に関する様々な情報を
適切かつ効果的に調べ，まとめ
ることができる。

人口に関わる諸事象の空間的な
規則性，傾向性や，人口問題の
現状や要因，解決に向けた取組
などについて理解することがで
きる。
地図や統計などを用いて，人口
に関する様々な情報を適切かつ
効果的に調べ，まとめることが
できる。

交通・通信に関わる諸事象の空
間的な規則性，傾向性や，交
通・通信に関わる問題の現状や
要因，解決に向けた取組などに
ついて理解することができる。
地図やGISなどを用いて，交
通・通信に関する様々な情報を
適切かつ効果的に調べ，まとめ
ることができる。

国家とその領域に関わる諸事象
の空間的な規則性，傾向性や，
領土問題の現状や要因，解決に
向けた取組などについて理解す
ることができる。
地図やGISなどを用いて，国家
とその領域に関する様々な情報
を適切かつ効果的に調べ，まと
めることができる。

交通と通信の発達について，よ
りよい社会の実現を視野に，そ
こで見られる課題を主体的に追
究しようとしている。

交通・通信手段の発達や利用に
関わる課題などに着目して，
「交通と通信の課題」などの主
題を基に，「通信手段の発達は
どのような生活の変化や課題を
生じさせているのだろうか」な
どを多面的・多角的に考察し，
表現することができる。

世界及び日本の人口問題につい
て，よりよい社会の実現を視野
に，そこで見られる課題を主体
的に追究しようとしている。

人口の推移，分布，移動などに
注目して，「少子高齢化」など
の主題を基に，「世界の人口分
布や各国の年齢別人口割合は今
後どのように変化するだろう
か」などを多面的・多角的に考
察し，表現することができる。

世界の都市問題について，より
よい社会の実現を視野に，そこ
で見られる課題を主体的に追究
しようとしている。

集落の機能や形態などに注目し
て，「世界の居住問題」などの
主題を基に，「都市の居住問題
の背景には何があるのだろう
か」などを多面的・多角的に考
察し，表現することができる。

世界の衣食住の地域性などに着
目して，「生活文化の多様性」
などの主題を基に，「世界各地
で主食が異なるのはなぜだろう
か」などを多面的・多角的に考
察し，表現することができる。

生活文化について，よりよい社
会の実現を視野に，そこで見ら
れる課題を主体的に追究しよう
としている。

民族・領土問題について，より
よい社会の実現を視野に，そこ
で見られる課題を主体的に追究
しようとしている。

国家の特徴や国家の結びつきな
どに着目して，「世界の民族・
領土問題」などの主題を基に，
「民族紛争や領土問題の背景に
は何があるのだろうか」などを
多面的・多角的に考察し，表現
することができる。

２
学
期

(

３
８

)

中国

領土問題

衣食住

村落と都市

人口

交通通信

中国の経済成長に着目し，様々
な分野における日本をはじめ世
界への影響力について関心を高
め，それを意欲的に追究しよう
としている。
中国の人口や民族に関する課題
意識を高め，背景と現状，対策
などについて意欲的に追究して
いる。

中国の歴史的背景や経済，鉱工
業，人口，民族，自然，農牧業
について，経済成長と関連づけ
ながら考察することができる。
地図や統計を活用し，さまざま
な課題や今後の日本との関係に
ついて多面的・多角的に思考し
たことを適切に表現することが
できる。

中国の歴史的背景や経済，鉱工
業，人口，民族，自然，農牧業
について，経済成長と関連づけ
ながらその特色や課題を理解
し，知識として身につけること
ができる。

１
学
期
（

２
８
）

定期考査

工業 工業は，さまざまな製品を生み
出し，人々の生活や産業の発展
を支えてきた。世界の工業はど
のように発展し，現在はどのよ
うな工業分野や地域が中心とな
り，どのように変わろうとして
いるのだろうか。

工業に関わる諸事象の規則性，
傾向性や，工業生産のグローバ
ル化に伴う諸課題の現状や要
因，解決に向けた取組などにつ
いて理解することができる。
地図や統計などを用いて，工業
に関する様々な情報を適切かつ
効果的に調べ，まとめることが
できる。

工業立地や変化などに注目し
て，「工業生産のグローバル
化」などの主題を基に，「知識
集約型産業は今後どのように展
開していくのだろうか」などを
多面的・多角的に考察し，表現
することができる。

工業の発展について，よりよい
社会の実現を視野に，そこで見
られる課題を主体的に追究しよ
うとしている。

産業構造の変化について，より
よい社会の実現を視野に，そこ
で見られる課題を主体的に追究
しようとしている。

産業構造の変化に注目して，
「サービス経済化」などの主題
を基に，「サービス業の需要の
拡大と発展は社会にどのような
影響をもたらすのだろうか」な
どを多面的・多角的に考察し，
表現することができる。

第3次産業に関わる諸事象の規
則性，傾向性や，サービス経済
化の現状や要因，問題の解決に
向けた取組などについて理解す
ることができる。
地図や統計などを用いて，第3
次産業に関する様々な情報を適
切かつ効果的に調べ，まとめる
ことができる。

経済が発展すると，物やサービ
スへの需要が高まるため，第3
次産業が主力の産業となる。第
3次産業の現状はどのように
なっているのだろうか。

第３次産業



知識・技能 思考力・判断力・表現力
学習のねらい学習内容

観点別評価基準
学期

主体的に学習に取り組む態度

2

３
学
期

大学入試準備

アメリカ合衆国は移民国家とし
ての多様性をもち，それがこの
国の原動力にもなってきた。こ
の節では，地域を構成するさま
ざまな事象を項目ごとに整理し
つつ，多民族社会や移民に関す
る地球的課題を考察しよう。

ヨーロッパは，二度の世界大戦
を機にEUを中心とした政治・経
済の統合を進めている。この節
では，民族や産業など地域を構
成するさまざまな事象を項目ご
とに整理して考察しよう。

アングロアメリカの歴史的背景
や民族・文化，自然，産業，都
市・居住問題，世界との結びつ
きについて，日本をはじめ世界
各国との関係と関連づけながら
考察することができる。
地図や統計を活用し，さまざま
な課題や今後の日本との関係に
ついて多面的・多角的に思考し
たことを適切に表現することが
できる。

アングロアメリカの歴史的背景
や民族・文化，自然，産業，都
市・居住問題，世界との結びつ
きについて，その特色や課題を
理解し，知識として身につける
ことができる。

定期考査

２
学
期

(

３
８

)

アングロアメリカ

欧州 ヨーロッパの自然,農牧業，鉱
工業，民族について，日本との
関係を踏まえつつ関心を高め，
それを意欲的に追究しようとし
ている。
ヨーロッパの多くの国が加盟す
るEUへの課題意識を高め，その
背景と現状，対策について意欲
的に追究しようとしている。

ヨーロッパの歴史的背景や民
族，自然，農牧業，鉱工業，貿
易と交通，地域連携について，
世界各国との関係と関連づけな
がら考察することができる。
地図や統計を活用し，さまざま
な課題や今後の日本との関係に
ついて多面的・多角的に思考し
たことを適切に表現することが
できる。

ヨーロッパの歴史的背景や民
族，自然，農牧業，鉱工業，貿
易と交通，地域連携について，
その特色や課題を理解し，知識
として身につけることができ
る。

アングロアメリカの自然，産
業，民族・文化について，日本
との関係を踏まえつつ関心を高
め，それを意欲的に追究しよう
としている。
アメリカの都市・居住問題や国
際関係への課題意識を高め，そ
の背景と現状，対策について意
欲的に追究しようとしている。


